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青山学院大学 相模原キャンパス

シン・シンポジウム
　2019年に端を発したCOVID-19はこの世界にとってまさにBC（Before Covid）とAD（After 
coviD）と呼んでも良いくらいのインパクトを与えました。その影響をネガティブに捉える
ことは簡単ですが、個人的には江戸時代末期における黒船来襲のように、新しい世界のあ
り方を模索するという意味でポジティブに捉えられないかなと考えています。Zoom を始め
とするオンラインでのミーティングやメタバースの発展は、まさにその一端であると言え
るでしょう。ヒューマンインタフェースシンポジウムにおいても、ポストコロナでのシン
ポジウムのあり方を模索する必要があると思います。昨年度は対面がメインで実施されま
した。今年度はさらに進んだ対面とオンラインの良いところを上手く融合させたハイブリッ
ド形式の新しい時代、まさに「シン・シンポジウム」を提案したいと考えています。
　オンラインは例えば記録と意見共有が容易であり、特に意見共有においては、発表を聞
きながらリアルタイムに実施することができます。これはまさに動画配信時代のニューノー
マルに他ならず、これを学会セッションに積極的に採り入れることで、他の人が発表をど
う聞いているかを感じながら参加することができます。このようなオンラインの良さを対
面にも採り入れることが、ハイブリッド形式のシンポジウムだと思うのです。
　開催地は青山学院大学相模原キャンパスです。青山（渋谷）ではありません。喧噪を離れ、
ゆったりとした空間の中で新しい時代のハイブリッド形式のシンポジウムを是非ご体験く
ださい。みなさまにお会いできるのを楽しみにしております。

　伊藤 雄一（青山学院大学）

■主催：特定非営利活動法人 ヒューマンインタフェース学会
■関連 30 学協会（予定）



講演募集要項
●研究発表
　2023 年 9 月 6 日 ( 水 ) 〜 8 日 ( 金 )
　下記の（1）デモ対話発表、（2）ポスター対話発表、（3）討論発表の 3 つの発表方
法から選択していただけます。（3）討論発表は口頭発表後の討論が中心となります。
いずれの場合も論文を提出していただき、論文集に掲載します。

（1） デモ対話発表
 （ポスター掲示＋持込機材によるデモ＋ショートビデオプレゼンテーション）
 　対話形式による研究成果や経験の報告。ポスターと機材を持ち込んでデモン
 ストレーションしていただけます。提案する新しいインタフェース等を実際に
 触っていただきながら発表することができます。会場での対面発表です。

（2） ポスター対話発表（ポスター掲示＋ショートビデオプレゼンテーション）
 　対話形式による研究成果や経験の報告。ポスターを掲示して参加者とFace-to-
 face で発表・議論していただけます。会場での対面発表です。

（3） 討論発表（口頭発表 15 分＋討論 15 分）
 　新しい研究成果についての口頭発表とその討論。特に、研究の結果について、
 フロアとの活発な議論をご希望の方にお勧めします。会場での対面発表、また
 はオンライン発表をお選びいただけます。

　なお、各発表では対面での質疑・討論だけでなく、オンラインツールを使った　なお、各発表では対面での質疑・討論だけでなく、オンラインツールを使った
オンライン討論も利用いただけます。オンラインでの活発な議論とその継続をオンライン討論も利用いただけます。オンラインでの活発な議論とその継続を
期待いたします。期待いたします。

※ご注意
・ 一昨年度よりデモ対話発表・ポスター対話発表を含めたすべての発表者が学術奨励賞の対象
 となっています（ただし、35 歳以下の発表者のみ）。奮ってお申し込みください。
・ デモ対話発表・ポスター対話発表の発表者の方には、研究内容を紹介する 15 秒間のビデオ
 を事前に提出いただきます。スライド 1 枚程度にまとめてビデオを作成ください。対話
 発表直前のセッションにて再生するほか、シンポジウム開催直前から開催後の一定期間に
 参加者が閲覧できるようにする予定です。
・ 発表枠に限りがありますので、申込時に選択いただいた希望発表方法とは異なる発表方法
 に変更いただく場合がございます。あらかじめ、ご了解ください。
・ 公知日は 2023 年 8 月 30 日 ( 水 ) の予定です。

※発表論文の論文誌への推薦
　本シンポジウムでは「推薦論文」の制度を設けております。論文投稿時に「推薦論文」の
審査を希望した討論発表論文に対してプログラム委員会が審査を行い、その結果、「推薦論
文」に選ばれた場合、本学会論文誌への投稿を推薦されます。これにもとづいて推薦論文
が本学会論文誌に投稿された場合には推薦論文担当者が論文の査読を担当いたします。



●発表の申込方法と締切
　　研究発表申し込み締切　2023 年 6 月 19 日 ( 月 ) 24:00
　　研究発表論文提出締切　2023 年 7 月 12 日 ( 水 ) 24:00

 ■ホームページからのオンライン申込（4 月受付開始予定）
                URL：https://jp.his.gr.jp/symposium/symposium2023/

※ご注意
　シンポジウム原稿提出の際には参加費のお支払いと参加登録が必要です。シンポジウム原稿提出の際には参加費のお支払いと参加登録が必要です。提出前に参加費
のお支払いおよび参加登録をお済ませください。参加費のお支払いおよび参加登録なしで
原稿を提出しても発表できません。ただし、発表申し込み時には参加登録は必要ありません。

●ワークショップ
　ヒューマンインタフェースシンポジウムでは、同じ研究分野に興味をもった研
究者が集まって自由に情報交換する場として、ワークショップやパネルセッショ
ンを開催してきました。今年も、大会期間中に 1 企画あたり 90 分程度で開催する
予定です。詳細は学会ホームページをご覧下さい。

　申込締切：2023 年 4 月 28 日 ( 金 )

●技術展示（企業出展）募集（2023 年 5 月 26 日 ( 金 ) 締切）
　ヒューマンインタフェースシンポジウム 2023 会場において、企業によるヒュー
マンインタフェースに関する機器展示やデモンストレーションを募集しておりま
す。詳細はシンポジウム事務局にお問い合わせください。  

     出展料：1 ブースあたり 98,000 円
 （論文集を含みます。展示御担当者様のシンポジウム参加費は無料です。）

     ブース基本構成：幅 2m 程度、100V 電源、机、椅子

　ご出展のお申し込みは、シンポジウム事務局まで御連絡下さい。
　搬入、搬出などの具体的なスケジュールや手順については、別途ご連絡差し上
げます。 ご不明の点がございましたらお気軽にお問い合わせ下さい。
　なお、会場の都合上、予定数に達しましたら募集を打ち切らせていただく場合
もございます。

●広告募集（2023 年 7 月 10 日 ( 月 ) 締切）
　ヒューマンインタフェースシンポジウム 2023 論文集およびプログラムに掲載され
る広告を募集しております。詳細、掲載料等につきましては事務局へお問い合わせ
ください。



●協賛企業・団体募集
　ヒューマンインタフェースシンポジウム 2023 の主旨を理解し、これを積極的に
支持して頂ける企業・団体などを広く募集しております。

協賛金額には以下の 4 種類があります。複数口の協賛も受け付けます。
　プラチナ：1 口 50 万円／ゴールド：1 口 30 万円／シルバー：1 口 10 万円
　ブロンズ：1 口 5 万円

協賛金額に応じて、以下のような様々なメリットを受けることができます。

・ 呼称の使用： 「＜協賛企業・団体＞は HI2023 に協賛しております」というフレーズ
 を使用できます。
・ ロゴマークの使用： 呼称とともに HI2023 のロゴマークが表示できます。
・ 会場内看板・ポスターに協賛企業・団体名表示：
 HI2023 実施を知らせる看板・ポスターに協賛企業名・団体名を表示します。
・ HI2023 公式ウェブページ・論文集のトップページへの協賛企業名・団体名表示
・ HI2023 への参加ご招待

●シンポジウム講演参加費
学会員・協賛学会員　13,000 円　一般　21,000 円
※事前登録の場合（論文提出後、別途参加登録を要します。参加登録を期日以内に
　行われない場合は上記価格は適用されずに、当日価格となります。）
※上記金額には、当日の参加費、論文集が含まれます。
※論文別刷料金は下記のとおりです。

（■ 50 部：6,000 円 ■ 100 部：11,000 円 ■ 150 部：16,000 円 ■ 200 部：21,000 円）
※論文枚数は 4 〜 8 ページ（討論）、2 〜 8 ページ（対話）とさせていただきます。
※複数件発表の場合は、件数分の参加費が必要です。

●シンポジウム事務局・問合先
特定非営利活動法人 ヒューマンインタフェース学会　事務局
〒 600-8815　京都市下京区中堂寺粟田町 93 番地
京都リサーチパーク 6 号館 3 階
Tel：075-315-8475　Fax：075-326-1332
E-mail：his-symp@his.gr.jp
URL：https://jp.his.gr.jp/symposium/symposium2023/


